
【森林所有者】

・林業経験不足

⇒ 森林整備意識付け

・地域のリーダー設定

⇒ 森林整備体制作り

【森林組合】

・小規模森林の集約化

⇒ 計画的な森林整備

【町】

・森林現況認識

⇒ 森林組合等への積
極的な支援体制の構築

保育間伐等の森林施業が適切に行われていない森林が多く見受けられる

多くの小規模森林所有者 ⇒ 低い間伐実施に対する意識

大山町の現状

今年度目指した方向性 町・森林組合・県の協同体制作り

町を中心とした森林整備推進体制作り

情報交換会を開催！

情報共有・意識統一

三者（町・森林組合・県）での協同体制作り
☆ まず、町、森林組合、県が共通認識や危機感をもつため、三者が一堂に
会する場をつくろう。

☆ その上で、みんなで、大山町の山をどうしていくか考えよう。

そこで・・・

大山町、大山森林組合との情報交換会 大山町、大山森林組合との情報交換

大山町、大山森林組合との情報交換

大山町との情報交換



森林組合理事との情報交換

状況を町と共有

森林所有者の現状や森林整備に対する思いについて

今の町内の森林所有者は、
まず、山に興味がないよ。

どうしたら
いいのかな？

方向転換

２０年前の林業普及に立ち返ってやるしかない
んじゃない？

地域の森林所有者に山に目を向けてもらうため、
地道に話をしていこう。

区長

集落役員

集落土地所有者

地域への働きかけ

呼びかけ

働きかけ

呼びかけ

森林整備に向けた集落区長への働きかけ

見える化図面による現状説明

部落有林の状況確認

森林整備に向けた集落区長への働きかけ 集落の役員と山見



地域（旧町）

森林整備の実施に向けて

拡がり

更に拡がり

町報誌への森林情報記載提案

そうだ！
町報に林業情報を載せて
もらったらどうだろう！

町報誌への森林情報記載打合せ 地区連絡員会議への参加

森林所有者と森林利用について打合せ 普及対象の変化

動き始めた大山町

• 三者（町、森林組合、県）が協同体制の構
築に向けて動き始めた。

• 町として、町報誌への林業情報掲載など、
意識啓発に向けた取り組みを始めた。

• 三者が情報共有、意識統一をしたことで、
森林整備に向けて確信をもって推進する
ことができるようになった。



今後に残された課題
新たな課題への対応検討

• ■町報への定期的な林業情報提供

• ■地区総会への参加による森林整備に関する説明

• ■旧中山地区モデル林のフォロー

森林所有者の意識啓発

• ■町、森林組合とともに、地元説明会において施業推進説明

地元説明会の共同開催

• ■森林組合開催の地元説明会において現況及び事業説明

森林経営計画策定支援


